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x1. 記号及び主定理.
Gを Klein群とし、Dを G-不変な領域で #(bC nD) � 3とする。�D(z)jdzjを D

上の Poincar�e計量（から定まる線素）としたとき、D上の正則函数 'に対し次のよ
うにノルムを定義する。

k'kD = sup
z2D

�D(z)
�2j'(z)j:

また、このノルムにより次の空間

B2(D;G) = f' : D ! C :正則; (' Æ g)(g0)2 = ' 　8g 2 G; k'kD <1g

は複素 Banach空間になる。特に Gが単位円板 U = fjzj < 1gに作用する Fuchs群
の時は単に B2(G) = B2(G;U)と書くことにする。
　次に U に作用する Fuchs群 � に対して

S(� ) = fSf 2 B2(� ); f : U ! bCは単葉 g;

J(� ) = fSf 2 S(� ); f(U)は Jordan領域 g;

T (� ) = fSf 2 J(� ); f(U)は quasidiskg

と定義する。ただし、Sf は f の Schwarz微分、すなわち Sf = (f 00=f 0)0� 1

2
(f 00=f 0)2

とする。また、ここで「f : U ! bC が単葉 =) kSfkU � 6」（Nehariの定理）に
注意しておこう。また、Jordan 領域 D が quasidiskであるとは、ある擬等角写像
h : bC ! bC が存在して D = h(U)となることである。

S(� ) � J(� ) � T (� )は B2(� )からの誘導位相を入れて考える。知られている
ことは、B2(� ) の中で S(� )は有界閉集合、T (� )は有界領域となっていることで
ある。従って特に、S(� ) � T (� )であることが分かる。T (� )は � の Teichm�uller
空間（の Bers 模型）と呼ばれる。また、S(� ) は時に � の擬 Teichm�uller 空間と
も呼ばれる。� が第２種（つまり、極限集合 �(� )が @U と一致しない）ならば、
S(� )nJ(� ) 6= ?; J(� )nT (� ) 6= ?であることが知られているが（ [S2]）、一方任意の
Fuchs群 � に対して IntS(� ) = T (� )であると予想される。これについては、実際に
� が単位群の場合には Gehring（ [G]）、第１種有限生成の場合には志賀氏（ [Sh]）に
より正しいことが証明されている。また、一般の場合についても少なくとも IntS(� )
の 0を含む成分が T (� )と一致するということまでは分かっている。（ �Zuravlev [Z]）
この予想についてこれら以降見るべき結果は出ていないようであったが、ようやく次
の結果が得られた。
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主定理. 　� を Schottky型 Fuchs群、すなわち第２種有限生成純双曲的 Fuchs群と
すれば、IntS(� ) = T (� )が成り立つ。

　ここで、純双曲的とは単位元以外の元が全て双曲的であることを意味する。こ
の講演ではこの結果の証明の概略について述べたい。

x2. 主定理の証明の概略.
� を Schottky 型 Fuchs 群とする。' 2 IntS(� ) としたとき、G = f�f�1 は

D = f(U)に不連続に作用するKlein群になるが、同型写像�() = fÆÆf�1 : � ! G
は type-preservingであるから（ [S2]）、Maskit characterization theoremにより G
は � と同じ rank の Schottky 群となる。そこで、S0 = U=�; S = 
(� )=�;R0 =
D=G;R = 
(G)=Gとおき、p : 
(� ) ! S; q : 
(G) ! Rをそれぞれ標準射影と
する。

' 2 T (� )を示すためには、Dが quasidiskであることを言えばよいが、S0 の種
数を g、穴の個数を mとして、本質的には
　1. 　@R0はやはり m個の quasi-analytic curvesから成る，
　2. 　f から誘導される等角写像 �f : S0 ! R0が homotopy actionに関して自

然に擬等角写像 f̂ : S ! Rに拡張出来る。
の２つを示せばよい。１については、次の補題がその核心部分をなしている。

補題. この Dに対してある定数 B � 1が存在して次の２つが成り立つ。
イ. 　円板 �が �B � 
(G)を満たすならば、� \Dの任意の２点は �B \D内

の道で結べる。
ロ. 　円板 � s.t. �B � 
(G)に対し、D n ��の成分 D0が存在して D nD0が 1

つの Gの単射円板に含まれるとすると、D n�B の任意の２点は D n ��内の道で結
べる。

ここで �Bは �と同じ中心を持ち半径が B倍の円板を表す。この２つの性質から
@R0の各成分が quasi-analytic curveであることが従う。（厳密な証明には“ annular
covering”を用いる。その場合、R0 の境界成分がコンパクトなので上記のようなや
やテクニカルな条件にはそれほど神経質になる必要はない。）
　２についてはまずその正確な意味を述べる必要があろう。Sは S0の自然な double

になっている。つまり、@U に関する reectionが自然な involution I : S ! S を誘
導する。（I Æ I = idS ; I(S0) \ S0 = ?; Ij@S0 = id@S0）
これと同様に Rも R0の doubleになっていること、つまり R nR0が連結である

ことが代数的計算により分かる。しかし、involutionの取り方は fh 2 Homeo+(R n
R0);hj@R0

= id@R0
gの分の自由度がある。

　J を Rの R0に関する１つの involutionとすると、

f̂ =

� �f ( on S0)

J Æ �f Æ I ( on S n S0

により �f の同相写像への拡張 f̂ : S ! Rが得られるが、この f̂ が次の性質を持つよ
うにうまく拡張したい。

(i) 　f̂ は擬等角写像、
(ii) 　f̂� Æ p�(�1(
(� ); �0)) = q�(�1(
(G); f(�0)));

ただし、ここに �0 2 Uは定点とする。これが成り立てば、f̂は lift ~f : 
(� )! 
(G)

を持つ。~fは擬等角同相写像であり、
(� ); 
(G)の補集合は Cantor集合だから ~fは
自然に位相同型写像 ~f : bC ! bC に（一意的に）拡張される。さらに、bC n
(� ) � @U
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で、@U は qcに関して除去可能だから ~f : bC ! bC は擬等角写像となる。これより、
D = ~f(U)が quasidiskであることが従う。
ここで、上記の (ii)は位相幾何的な結果であり、(i)は @R0が quasi-analytic curves

からなることから局所的には qc-reectionが構成されることから従う。
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